『原価計算研究』

Ⅰ　はじめに
本号には、統一論題報告論文４本および査読を通過した10本の計14本の論文を掲載しました。統一論題報告の４論文では、IT が原価計算・管理会計に及ぼす影響について多様な観点から検討が行われています。□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
Ⅱ　先行研究
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□
図表1　組織図（1段15行使用）
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筆者作成
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１ページ目のフォーマット





『原価計算研究』への投稿にあたっては，必ずこのフォーマットを使用してください。


「執筆要項」により，提出論文の標準原稿頁数は本フォーマットを使用し，10頁まで，ただし執筆要項に示すやむをえない事情がある場合は12頁までは許容します。この頁数には，本文文章，図表，注，参考文献リスト，謝辞・付記が含まれます。


本フォーマットは，21文字×37行×縦2段組＝1,554字となっています。フォントの大きさは，本文，注，参考文献リスト，謝辞・付記等すべて9ポイントとしてください。フォーマットを使用していても，この書式に従っていない場合は，フォーマットを使用していないものとします。


図表は本文中の適切な箇所に入れてください。そのうえで図表の使用行数を表記してください。図表を本文中に挿入せず，参考文献リストの後に記載する場合は，本文中の図表を入れる位置に，図表分のスペースを入れてください。


注はWordの脚注機能を使用しないでください。


①論文タイトル，執筆者名，論文要旨，キーワード，②論文本文（本文文章，図表，注，参考文献リスト），③謝辞・付記（論文の文字数に含める）はそれぞれ別ファイルで提出してください。②の論文本文のファイルには，論文タイトル，執筆者名，論文要旨，キーワード，謝辞・付記等を入れないようにしてください。なお，謝辞・付記等については，字数カウントの対象になりますので，該当箇所に使用行数分のスペースを入れてください。


投稿前に，チェック表にある項目をもう一度ご確認ください。





横幅が広い図表は２段使って結構です。なお，図表内で使用する文字の大きさについては，「6ポイント以上」を大きさの目安としてください。





筆者が作成したオリジナルな図表には「筆者作成」と明示してください。





謝辞・付記は別ファイルでご提出いただきますが，本文ファイルに使用行数を明示してください。





このフォーマットはA４ですが，実際の雑誌のサイズ（B5）に合うよう余白設定をしています。図表は，この枠内におさまるよう作成してください。








